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「あなたはひと」 

 最近ユーチューブで歴史をよく見るようになりました。歴史好きな生徒たちの影響もあって、あらためて魅了される

ことが多くなりました。 

 そこでは数多くの放映された番組を視聴することができ、その中にハッとする発見があります。 

 歴史上の登場人物の中に「英雄」と呼ばれる方々が多く現れますが、そのほとんどが戦い（戦争等）の勝利者です。

中でも旧ソビエト（今のロシア）のスターリンのとった行動に新しい発見があり、度肝を抜かれました。 

 第２次世界大戦当初、ヨーロッパではナチスドイツが破竹の勢いでソビエト領内へ進軍を始めました。その頃スター

リンは大規模な粛清を行っており、多くの有能な指揮官たちを処刑していました。その影響もあり、戦闘に対する軍の

統率が出来ない状態であったそうです。そのような状態の中で、兵士たちからは戦闘への士気が失われ、結果、敗退を

続けたそうです。そこでスターリンがとった行動が信じられません。 

 スターリンは新たに直属の兵士たちを編成し、戦地で戦う一般兵士たちの後方へと配置させます。なんと前線で戦う

兵士たちが後退をしようとしたら、当該兵士たちを逆に射殺、さらに彼らの家族たちをも強制収容所へ送ると脅かした

そうです。つまり前線兵士たちは前進をするしか道はありません。逃げ出そうものなら、味方に殺される。前進して勝

っていけば生き残れるのです。さらに家族を盾にされているわけで、１００％前進するしかありません。当時のドイツ

軍兵士たちは、その戦闘ぶりは尋常ではなかったと伝えているそうです。 

 その光景を目に浮かべながら、私はある思いに突き当たりました。 

 今の子どもたちに重なっている・・・。 

 学校という競争社会の中、勉強で競わされ、部活動で競わされ、結果がよろしくないと家でお小言を頂戴し、学校で

は肩身の狭い思いをし、否が応でも勝たなければ意味がないという感情に覆われていく・・・。部屋では母親が後ろか

ら見張っており、少しでもサボろうものならすかさず言葉の「ムチ」が飛ぶ・・・。学校では、授業中先生から指名さ

れるも、黙ったままで「はい次！」と無言のまま通過、まわりの視線が一気に突き刺さる・・・。「私はバカだと思われ

ている。」と、心はマッシロ。 

 それでも勝ちは勝ち、その後のソビエト軍は、冬の到来とともに冬支度のできていないドイツ軍を徐々に打ち負かし

ていったそうです。今のロシア、プーチン大統領はスターリンをあらためて評価しているそうです。 

 何ともしれない感情が残ります。背後からの母親の監視を受けながらも、志望の高校に合格すればそれも勝者なので

しょうか。ただ空しさだけが私の中で漂います。 

 後方で、「安心して戦いなさい。何かあったらすぐに駆けつけて助けてあげるからね。だから伸び伸びと戦いなさい。」

兵士たちは守ってくれるという安心感のもとで生き抜くことができます。戦争とはそんなものではないと言われればそ

れまでなのですが、『人らしさ』という原点に照らし合わせれば、教育という大切な『人づくり』に照らし合わせれば、

何が大切なのか自然に答えが出てくると思います。 

 この小さな教室の中にも、家族が温かい雰囲気で覆われていることがよく分かるお子さんたちがいます。その子たち

のほとんどが『安心して生活しなさい』という後方活動に支えられていることです。生活とは具体的な行動のことでは

なく、生きているのだと活きた感触をこころが実感することです。活気に満ちた前向きなこころを手にすることです。 

それには家族のあたたかい慈愛に満ちた応援が必要です。応援とは見守ることだと思っています。じっと見守ること、

「どんなに苦しいことがあっても安心して生活しなさい。」という気持ちを子が受け取っていることだと思います。 

 家族皆が仲が良く、家族優先で事が運ぶ。いつも団らんに笑顔が絶えない、笑い声で溢れている。だからどんな失敗

でもどんな出来事でも遠慮なく話すことができる・・・。 

 「うん、私、家族のために頑張る。だって恩返ししたくなるもの。こんな家族の中に加えてくれた家族に、ありがと

うを届けたいもの・・・。」 

 歴史はすべての人たちにそれぞれ作られていきます。いつ、どこで、なにをしたか、誰も見ていなくても当人の心に

はしっかりとその行為が歴史として刻み込まれ、それは当人が『生』を全うするまで残っていきます。たとえ、小さな

過ちであってもそれは消えることはありません。たとえ小さな『うそ』であっても、その事実は残ります。そんな弱い

生き物たちの集団が『人』なのかもしれません。それを大きな気持ちで許し合える最小規模の集団が家族なのかもしれ

ません。 

 「今日ね、わたし学校でこんな事しちゃった。ダメだよね、こんどはしっかり出来るように頑張ってみる。」 

 そんな会話があっちからこっちから飛び交う家族たち・・・。成績ってちっぽけですよね。勝ち負けってちっぽけで

すよね。それより何より、勉強って楽しいですよ。歴史って楽しいですよ。新しい発見、これからの人生におおいに役

立つことがたくさん埋まっているんです。ありがとう。 


